
 非認知能力の育成を目指した単元の学習に入る前に、事前アンケートという形で、

 生徒の非認知能力を測る自己評価を行った。目的は、①生徒の実態を把握すること、

 ②非認知能力について、生徒に意識してもらうことの２点である。


